
平成 25年 10月 21日 

臨床検査部検体検査室 

 

EDTAによる血小板凝集が疑われる場合の検査依頼について 

 

EDTA依存性偽血小板凝集とは。。 

採血手技には問題ないにも関わらず血小板が凝集し、偽低値となる場合は、EDTA 依存性偽性血小板減

少症が疑われ、0.03～0.1％の出現頻度で起こるといわれています。EDTAの存在下、免疫グロブリンの

影響で血小板と血小板が結合することにより起こるといわれていますが機序は不明です。肝疾患、抗生

物質投与後に多いとされています。昨日まで何もなかった患者さんに突然発症することもしばしばです。 

 

 

≪抗凝固剤 EDTAを原因とする血小板凝集≫ 

 

 

 

 出血症状が無く、臨床症状と合致せず

に血小板が急激に低下した場合 

 初診時の検査で、出血もしていないの

に血小板が極端に低値な場合 

 EDTA凝集確認試験 

 

まずは、臨床検査部へご相談ください。

また、EDTA血小板凝集確認試験を実

施しています（平日 9:00～16:00）。オ

ーダリングにて「血算」と同時に「EDTA

血小板凝集確認」をご依頼ください。 

採血管は、⑧K薄紫２と⑦NaF管にて

採血後、速やかにご提出ください。 
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臨床検査部では、平日 9：00～16：00

の 


